
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１日（日）、「角島灯台点灯 150周年記念講演会」が、つのし
ま自然館レクチャールームで、約 70 名の参加をいただき実施され
ました。豊北町自然観察指導員会のメンバーであり、郷土史家の藤岡
達雄さんが講師を務められました。 
「郷土史からみた角島灯台」と題し、①幕末（嘉永３年）に角島沖で
遭難し、助けられた石川県の角島さんの話、②ディックが初代灯台長
という話は誤解？という話、③夢崎明神の鳥居にまつわる大蛇の話
と角島灯台にまつわる３つの視点から話されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ①幕末（嘉永３年）に角島沖で遭難し、助けられた石川県の角島（か
どしま）さんの話では、平成８年（1996年）８月８日、石川県から
角島灯台ギャラリーを尋ねてこられた姉妹の姉、角島 泉さんが登 

場され、その当時の様子を話されました。 
   講師から、これまでにない視点から、角島 

灯台のことが熱く語られ、150 周年にふさ 
わしい、記念の講演会となりました。 
講演会の最後に、「角島灯台物語」の紙芝居 
も披露されて、買いが締めくくられました。 

            なお、夕方、灯台公園に伺うと、そこには 
           灯台に来た方々に、熱心にガイドをされて 

いる藤岡さんの姿がありました。 
 多くの方にご来館いただきました。ありがとうございました。 

講師：藤岡達雄（郷土史家） 
講師：村田 満 

（高川学園中学校・高等学校） 

３月２９日（日）高川学園中・高等学校の村田 満
先生を講師に、「奇跡の残存個体群ツノシマサンショ
ウウオ現地観察会」を県内外から 42 名の参加をい
ただき、保護・保全のための採取と観察を目的に、実
施しました。 
最初に、山口県では、椹野川を境に東側を「アブサ

ンショウウオ」、西側を「ヤマグチサンショウウオ」
と言い、今年、それぞれの場所で実施された、観察会
の様子を解説していただきました。 
そして、３回目がここ角島での観察会。観察のポイ

ントとしては、角島の個体と対岸の個体を比較し、個
体群の保全に向けての課題を見つけ、生息地の環境
保全のために何ができるか、また、角島は、推定
6,000 年前に隔離（縄文海進）していて、この 6,000
年の時間と種の分化を考えることです。 
解説の後、現地調査に出かけました。調査地点（角

島 SL42.8ｍ付近）の成果は、成体 2 個体と幼生・
幼体、卵のう 9 個です。生息数は少ないようですが、
環境整備による保全が適切だと話されていました。 
調査地点（対岸ＳＬ58.0ｍ）の成果としては、成

体 8 個体と幼体 1個体、卵のう多数で、良好な生息
地であることがわかりました。 
今後、環境保全に取り組んでいきます。 

夢崎明神の鳥居 

河北郡高松町の位置 

 (現在の“かほく市高松町“） 

河北郡 

高松町 

角島灯台点灯 150周年記念講演会

解説の様子 

晩年のディック氏 

現地調査の様子（角島） 採取した個体（角島） 

現地調査の様子（対岸） 採取した卵のう（対岸） 採取した個体（対岸） 

採取した卵のう（角島） 


